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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第60期

中間会計期間
第61期

中間会計期間
第60期

会計期間
自2023年４月１日
至2023年９月30日

自2024年４月１日
至2024年９月30日

自2023年４月１日
至2024年３月31日

売上高 （千円） 2,806,712 2,919,697 5,736,845

経常利益 （千円） 175,696 125,492 358,238

中間（当期）純利益 （千円） 115,128 77,854 248,582

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 554,000 554,000 554,000

発行済株式総数 （株） 3,561,676 3,561,676 3,561,676

純資産額 （千円） 4,944,494 5,058,572 5,091,059

総資産額 （千円） 7,410,626 7,081,399 7,749,436

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 32.32 21.86 69.79

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 30.00

自己資本比率 （％） 66.7 71.4 65.7

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 173,015 △413,550 633,866

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △95,042 △62,457 △213,834

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △53,904 △131,576 △79,128

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 2,597,591 2,306,841 2,914,426

 

（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

     ２．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

 当中間会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境により個人消費の改善やインバウンド需要の拡大により

緩やかな回復が見られたものの、原材料価格や資源価格の高止まり、人件費や運送費をはじめとするさまざまな価

格上昇により依然として厳しい状況が続いております。

　このような状況下において、生産量につきましては、段ボールシート24百万㎡（前年同期比3.6％増）、段ボー

ルケース17百万㎡（前年同期比6.9％増）となりました。

　また、当中間会計期間の業績は、売上高2,919百万円（前年同期比4.0％増）となりました。利益面におきまして

は、経常利益125百万円（前年同期比28.6％減）、中間純利益77百万円（前年同期比32.4％減）となりました。

　当社は、単一セグメントであるため、品目別に示しております。

　販売品目別の概況は次のとおりであります。

　　(イ) 段ボールシート

　　売上高は504百万円

　　総売上高に占める割合は17.3％です。

　　(ロ) 段ボールケース

　　売上高は1,911百万円

　　総売上高に占める割合は65.5％です。

　　(ハ) ラベル

　　売上高は90百万円

　　総売上高に占める割合は3.1％です。

　　(ニ) その他（主に包装資材）

　　売上高は412百万円

　　総売上高に占める割合は14.1％です。

 

当中間会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ668百万円減少し、7,081百万円となりました。これ

は主に、電子記録債権が37百万円、原材料及び貯蔵品が15百万円増加し、一方で、現金及び預金が607百万円、

受取手形及び売掛金が70百万円減少したことによるものであります。

　負債は、前事業年度末に比べ635百万円減少し、2,022百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金

が571百万円減少したことによるものです。

　その結果、純資産は5,058百万円となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

当中間会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前事業年度末に比べ607百万円減少

し,2,306百万円となりました。

当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

 （イ）営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果使用した資金は413百万円（前年同期は173百万円の収入）となりました。

主な資金増の要因は、売上債権の減少額32百万円によるものであります。また、主な資金減の要因

は、棚卸資産の増加額16百万円及び仕入債務の減少額560百万円によるものであります。

（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果使用した資金は62百万円（前年同期は95百万円の支出）となりました。

主な資金減の要因は、有形固定資産の取得による支出53百万円及び無形固定資産の取得による支出９

百万円によるものであります。

（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は131百万円（前年同期は53百万円の支出）となりました。

これは、リース債務の返済による支出25百万円及び配当金の支払額106百万円によるものでありま

す。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　　当中間会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　　当中間会計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありませ

ん。

 

(5）研究開発活動

　　該当事項はありません。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因

　当社を取り巻く事業環境は非常に競争が激しく、当社といたしましては、地域密着型経営をさらにきめ細かく行

い、当社の小ロット・多品種・短納期を武器に、個性化・多様化しているお客様の段ボールニーズに対していち早

く・的確に対応し、より充実したサービスを提供していくことを第一に考えております。また、営業面におきまし

ては、年間を通じて販売イベントを組み、売上高増進を図ると共に、取引先にデザインの提案ができる包装設計デ

ザイン研究所と連携を取りながら、受注量の増加をはかり安定経営を目指します。管理面におきましては、本社集

中管理システムをより充実させるため、内部監査と連携を取りながら、体制の確立を目指していきます。このこと

から経営面におきましては、迅速に日々の状況が把握でき適切な判断指示が出来るものと思われます。

 

(7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　　当社は、実質無借金会社であり、当面、資金の借入れの計画はありません。

 

(8）経営者の問題認識と今後の方針について

 　当社の経営陣は、月１回以上開催されます取締役会及び経営企画委員会にて会社の重要な方針や会社運営上必要

な事柄を話し合っております。経営企画委員会の下部組織として安全衛生、品質、清掃、生産性向上・改善の各委

員会を設けており、各委員会が業務の遂行を担っております。また、全事業部の責任者が一堂に会する統括職会議

においても、各委員会の状況を発表し推進しております。運営上不都合が生じた時は、管理部より取締役会及び経

営企画委員会に報告し見直しを行っております。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当中間会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

 普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
　 （2024年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,561,676 3,561,676
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 3,561,676 3,561,676 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2024年４月１日～

2024年９月30日
－ 3,561,676 － 554,000 － 566,030
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（５）【大株主の状況】

  2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

サンオオムラ株式会社 神奈川県茅ヶ崎市東海岸南1-20-30 1,086 30.49

大村　日出雄 神奈川県茅ヶ崎市 375 10.55

大村　八重子 神奈川県茅ヶ崎市 353 9.91

大村紙業社員持株会 神奈川県茅ヶ崎市甘沼163-1 114 3.20

大村紙業取引先持株会 神奈川県茅ヶ崎市甘沼163-1 104 2.93

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町1-5-5 102 2.88

株式会社横浜銀行 神奈川県横浜市西区みなとみらい3-1-1 98 2.75

大村　慶子 神奈川県茅ヶ崎市 70 1.97

外池　榮一郎 東京都千代田区 60 1.68

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木1-6-1 59 1.68

計 － 2,424 68.07

（注）　「発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合」は、小数点第３位以下を切捨てて記載し

ております。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,558,400 35,584 －

単元未満株式 普通株式 3,276 － －

発行済株式総数  3,561,676 － －

総株主の議決権  － 35,584 －

 

 

②【自己株式等】

　　　　　該当事項はありません。
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２【役員の状況】

　　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第３編の規定により第１種中間財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日

まで）に係る中間財務諸表について、そうせい監査法人による期中レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　前事業年度　　　　仰星監査法人

　当中間会計期間　　そうせい監査法人

 

　３．中間連結財務諸表について
　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表】

（１）【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(2024年３月31日)
当中間会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,146,682 2,539,098

受取手形及び売掛金 ※ 1,011,991 941,720

電子記録債権 ※ 251,251 288,818

商品及び製品 63,180 64,337

原材料及び貯蔵品 482,315 498,014

その他 12,890 32,877

貸倒引当金 △5,052 △4,922

流動資産合計 4,963,258 4,359,945

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 261,206 266,333

土地 1,391,532 1,391,532

その他（純額） 821,604 753,080

有形固定資産合計 2,474,343 2,410,947

無形固定資産 4,774 15,171

投資その他の資産   

投資有価証券 228,009 223,167

その他 86,706 76,982

貸倒引当金 △7,656 △4,814

投資その他の資産合計 307,059 295,336

固定資産合計 2,786,177 2,721,454

資産合計 7,749,436 7,081,399

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,434,831 862,903

未払法人税等 76,672 50,245

賞与引当金 87,092 86,173

その他 224,684 209,506

流動負債合計 1,823,281 1,208,828

固定負債   

リース債務 227,051 201,324

退職給付引当金 128,596 123,462

役員退職慰労引当金 462,547 472,311

その他 16,900 16,900

固定負債合計 835,095 813,998

負債合計 2,658,376 2,022,827
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(2024年３月31日)
当中間会計期間
(2024年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 554,000 554,000

資本剰余金 566,030 566,030

利益剰余金 3,907,894 3,878,898

株主資本合計 5,027,924 4,998,928

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 63,134 59,643

評価・換算差額等合計 63,134 59,643

純資産合計 5,091,059 5,058,572

負債純資産合計 7,749,436 7,081,399
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（２）【中間損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

売上高 2,806,712 2,919,697

売上原価 2,040,404 2,175,539

売上総利益 766,307 744,157

販売費及び一般管理費 ※ 595,259 ※ 620,460

営業利益 171,048 123,697

営業外収益   

受取利息 679 680

受取配当金 3,943 4,076

固定資産売却益 1,682 126

雑収入 1,553 975

営業外収益合計 7,858 5,858

営業外費用   

支払利息 1,541 1,974

売上割引 1,331 1,281

雑損失 338 807

営業外費用合計 3,210 4,063

経常利益 175,696 125,492

特別損失   

固定資産除却損 5,588 778

特別損失合計 5,588 778

税引前中間純利益 170,108 124,713

法人税、住民税及び事業税 52,329 38,890

法人税等調整額 2,649 7,968

法人税等合計 54,979 46,859

中間純利益 115,128 77,854
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（３）【中間キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間会計期間
(自　2024年４月１日
　至　2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益 170,108 124,713

減価償却費 92,359 101,651

未払人件費の増減額（△は減少） 4,783 2,232

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,160 △5,133

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,949 9,763

貸倒引当金の増減額（△は減少） 123 △130

受取利息及び受取配当金 △4,622 △4,757

支払利息 1,541 1,974

有形固定資産売却損益（△は益） △1,682 △126

有形固定資産除却損 5,588 1,318

売上債権の増減額（△は増加） △41,250 32,759

棚卸資産の増減額（△は増加） 139,652 △16,856

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,974 △20,338

その他の固定資産の増減額（△は増加） 174 718

仕入債務の増減額（△は減少） △145,965 △560,214

未払金の増減額（△は減少） △17,003 △10,332

未払消費税等の増減額（△は減少） 10,235 △7,610

その他の流動負債の増減額（△は減少） △143 △1,588

小計 215,661 △351,958

利息及び配当金の受取額 4,613 4,748

利息の支払額 △1,541 △1,974

法人税等の支払額 △45,718 △64,366

営業活動によるキャッシュ・フロー 173,015 △413,550

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △0 △0

有形固定資産の取得による支出 △97,473 △53,402

有形固定資産の売却による収入 2,600 137

無形固定資産の取得による支出 － △9,800

従業員に対する貸付けによる支出 △700 △300

従業員に対する貸付金の回収による収入 530 907

投資活動によるキャッシュ・フロー △95,042 △62,457

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △18,061 △25,351

配当金の支払額 △35,842 △106,224

財務活動によるキャッシュ・フロー △53,904 △131,576

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 24,069 △607,584

現金及び現金同等物の期首残高 2,573,522 2,914,426

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 2,597,591 ※ 2,306,841
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【注記事項】

（中間貸借対照表関係）

※ 中間会計期間末日満期手形

　中間会計期間末日満期手形の会計処理については、前事業年度末日が金融機関の休日でしたが、満期日に決済が

行われたものとして処理しております。前事業年度末日満期手形の金額は、次のとおりであります。

 
前事業年度

（2024年３月31日）
当中間会計期間

（2024年９月30日）

受取手形 32,800千円 －千円

電子記録債権 21,051 －

 

 
 

（中間損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前中間会計期間

（自 2023年４月１日
　　至 2023年９月30日）

　当中間会計期間
（自 2024年４月１日

　　至 2024年９月30日）

発送費 175,272千円 181,981千円

貸倒引当金繰入額 216 450

役員報酬 49,751 52,511

役員退職慰労引当金繰入額 5,949 9,763

給与及び手当 128,220 135,267

賞与引当金繰入額 46,408 46,707

退職給付費用 6,477 8,957

減価償却費 16,980 18,558
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（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりであり

ます。

 
前中間会計期間

（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

現金及び預金勘定 2,829,844千円 2,539,098千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △232,252 △232,256

現金及び現金同等物 2,597,591 2,306,841

 

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間会計期間（自2023年４月１日　至2023年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月29日

定時株主総会
普通株式 35,616 10.00 2023年３月31日 2023年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当中間会計期間（自2024年４月１日　至2024年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年６月27日

定時株主総会
普通株式 106,850 30.00 2024年３月31日 2024年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社は、紙器梱包資材等の製造販売の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

Ⅰ　前中間会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

 金額（千円）

販売品目別  

段ボールシート 507,726

段ボールケース 1,811,066

ラベル 90,599

その他（主に包装資材） 397,320

顧客との契約から生じる収益 2,806,712

その他の収益 －

外部顧客への売上高 2,806,712

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　2024年４月１日　至　2024年９月30日）

 金額（千円）

販売品目別  

段ボールシート 504,945

段ボールケース 1,911,886

ラベル 90,777

その他（主に包装資材） 412,087

顧客との契約から生じる収益 2,919,697

その他の収益 －

外部顧客への売上高 2,919,697
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（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間会計期間
（自　2024年４月１日
至　2024年９月30日）

１株当たり中間純利益 32円32銭 21円86銭

（算定上の基礎）   

中間純利益（千円） 115,128 77,854

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益（千円） 115,128 77,854

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,561 3,561

　　（注） 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の中間財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

   2024年11月14日

大村紙業株式会社

取締役会　御中

 

そうせい監査法人

東京都千代田区

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 久保田　寛志

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大 髙　宏 和

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大村紙業株式会

社の2024年４月１日から2025年３月31日までの第61期事業年度の中間会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日ま

で）に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間キャッシュ・フロー計算書及び注記につい

て期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠して、大村紙業株式会社の2024年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間

の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められ

なかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその

他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

その他の事項

会社の2024年３月31日をもって終了した前事業年度の第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間に係る四半期財務諸

表及び前事業年度の財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が実施されている。前任監査人

は、当該中間財務諸表に対して2023年11月14日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該財務諸表に対して2024年

６月27日付けで無限定適正意見を表明している。

 

中間財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間財務諸

表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度

の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継

続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間財務諸表の注記事項に注意

を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に対して限定

付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に

基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していない

と信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、並

びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評価

する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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